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 自他を問わず人間を愛し、慈しむ心を礎に、病める人、障碍を持つ人、悩める人に常に自

分の家族に接するように優しく接し、最良の医療・福祉サービスを提供し、地域の人々の

要求及び個別的要求にも応え、地域で人々が快適に生活できるような支援を行う。 

豊科病院の理念 

 

去
る
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0

、
震

度
７
の
大
地
震
が
発
生
し
、
こ
れ
を
起
因
と
す
る
津
波
に
よ
っ
て
東
北
地
方
の
海
岸
部
は

未
曾
有
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
状
況
を
受
け
日
本
医
師
会
は
、
そ
の
被
災
地
へ
災
害
医
療
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
当
城
西
医
療
財
団
も
長
野
県
医
師
会
が
編
成
し
た
災

害
医
療
チ
ー
ム
に
加
わ
り
、
職
員
３
名
（
当
院
か
ら
１
名
）
が
、
３
月
21
日
か
ら
４
日
間

に
亘
り
宮
城
県
の
石
巻
赤
十
字
病
院
を
拠
点
と
し
て
、
各
避
難
所
へ
の
往
診
等
の
救
援
に

あ
た
り
ま
し
た
。 

 

城
西
医
療
財
団
は
今
後
、
長
野
県
精
神
科
病
院
協
会
か
ら
依
頼
を
受
け
、
『
心
の
ケ
ア

チ
ー
ム
（
精
神
科
医
・
看
護
師
・
精
神
保
健
福
祉
士
・
臨
床
心
理
士
等
か
ら
構
成
）
』
を

編
成
し
、
現
地
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
の
ケ
ア
に
あ
た
る
予
定
で
す
。 

 

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震   

～
災
害
医
療
チ
ー
ム
派
遣
～ 



 

第
一
飛
鳥
荘
と
第
二
飛
鳥
荘
は
、
精

神
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
『
入
院
生
活

で
は
な
く
地
域
社
会
で
生
活
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
』
と
い
う
願
い
か
ら
、

昭
和
61
～
62
年
に
か
け
て
『
共
同
の
住

宅
』
と
し
て
運
営
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま

し

た
。
当

時

は
、
『
北

寮
』
『
東

寮
』
『
南
寮
』
『
安
曇
荘
』
と
い
う
合

計
４
つ
の
共
同
の
住
宅
を
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。 

 

平
成
４
年
に
は
、
南
寮
を
『
第
一
飛

鳥
荘
』
と
し
て
、
東
寮
を
『
第
二
飛
鳥

荘
』
と
し
て
、
と
も
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
し
て
認
可
を
受
け
、
平
成
18
年
10

月
か
ら
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

と
し
て
、
再
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

関
連
施
設
ご
紹
介

関
連
施
設
ご
紹
介

関
連
施
設
ご
紹
介 

～
第
一
飛
鳥
荘
と
第
二
飛
鳥
荘
～ 

対
象
で
す
。 

 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
障
害
程
度
区

分
が
『
非
該
当
も
し
く
は
１
』
の
方
が

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
。
障
害
程
度
区
分
が

『
２
～
６
』
の
方
は
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
ご

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

②
入
居
期
間
は
あ
る
の
？ 

 

ご
希
望
さ
れ
れ
ば
無
期
限
で
入
居
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
但
し
、
身
体
的

な
疾
病
な
ど
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム
で
の
生
活
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
は
、
退
去
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

③
入
居
費
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？ 

 

家
賃
、
共
益
費
、
光
熱
水
費
、
食
費

(

朝
・
夕
の
２
食)

を
合
わ
せ
て
、
月
に

約
４
万
８
０
０
０
円
～
６
万
２
０
０
０

円
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
部
屋
の

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
入
居
費
が
異
な
り
ま

す
。 

④
利
用
規
則
は
あ
る
の
？ 

 
入
浴
回
数
、
就
寝
時
間
、
門
限
な
ど

は
、
特
に
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
。
入
浴

は
毎
日
可
能
で
す
。
共
同
生
活
の
ル
ー

ル
は
、
入
居
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で
話

合
い
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

⑤
ど
ん
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の
？ 

 

世
話
人
・
生
活
支
援
員
・
サ
ー
ビ
ス

管
理
責
任
者
と
い
っ
た
家
族
に
代
わ
る

援
助
者
が
お
り
、
皆
さ
ん
の
食
事
を
提

供
し
た
り
、
悩
み
ご
と
を
聞
い
た
り
、

掃
除
・
洗
濯
や
買
い
物
な
ど
の
お
手
伝

い
も
い
た
し
ま
す
。 

⑥
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
あ
る
の
？ 

 

第
一
飛
鳥
荘
と
第
二
飛
鳥
荘
で
、
合

同
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
年
に
４
回

あ
り
ま
す
。
①
春
の
小
旅
行 

②
夏
の
暑

気
払
い 

③
秋
の
小
旅
行 

④
年
末
の
忘

年
会
、
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

参
加
は
自
由
で
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
内
容
や
場
所
は
、
入
居
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
、
幹
事
も
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
● 

 

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
第
一
飛

鳥
荘
・
第
二
飛
鳥
荘
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

タ
ッ
フ
、
も
し
く
は
豊
科
病
院
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
、
入
居
の
希
望
を

申
し
出
て
下
さ
い
。
障
害
者
自
立
支
援

法
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
そ
の
お
手
伝
い
も
い
た

し
ま
す
。 

た
。 

 

第
一
飛
鳥
荘
も
第
二
飛
鳥
荘
も
、

『
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
』
と
『
ケ
ア
ホ
ー

ム
』
と
い
う
２
つ
の
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
主

に
精
神
障
害
者
の
方
々
で
住
居
の
確
保

が
難
し
い
方
、
一
人
暮
ら
し
に
自
信
の

な
い
方
に
、
地
域
で
自
由
に
生
活
を
送

ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
共
同
の
住
居
で

す
。 

 

●
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
● 

①
ど
ん
な
人
が
入
居
で
き
る
の
？ 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事

業
で
す
の
で
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

申
請
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
ご
利
用

出
来
ま
す
。
主
に
精
神
障
害
者
の
方
が

 

豊
科
病
院
で
は
、
『
第
一
飛
鳥
荘
』
『
第
二
飛
鳥
荘
１
』
『
第
二
飛
鳥
荘
２
』
と
い

う
３
ヶ
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム･

ケ
ア
ホ
ー
ム
の
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
そ

の
紹
介
及
び
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。 

                       



 
                       

を
立
て
ナ
イ
ス
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
!!

せ
っ

か
く
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、着
陸
態
勢

の
飛
行
機
を
存
分
撮
影
し
ま
し
た
。
男
性

は
足
早
に
次
の
撮
影
場
所
へ
と
移
動
し
て

行
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

  

こ
ち
ら
も
空
港
に
移
動
し
て
、到
着
し

た
飛
行
機
を
撮
影
し
て
い
て
、ふ
と
周
り

を
見
回
す
と
至
る
と
こ
ろ
に
撮
影
し
て
い

る
ら
し
き
人
影
、中
に
は
脚
立
を
用
意
し

て
き
て
い
る
人
、車
の
上
に
乗
っ
て
撮
影
し

て
い
る
人
な
ど
か
な
り
気
合
い
の
入
っ
て

い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

  

自
宅
に
帰
っ
て
、撮
影
し
た
写
真
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、カ
メ
ラ
が
悪
い
の

で(

本
当
は
腕
で
す
が)

動
い
て
い
る
時
の

写
真
は
、ピ
ン
ボ
ケ
か
フ
レ
ー
ム
か
ら
ず

れ
て
い
て
、ま
と
も
な
写
真
は
止
ま
っ
て
い

る
時
だ
け
で
し
た
が
、色
々
と
楽
し
い
体

験
が
で
き
、充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
、

『
心
の
癒
し
』
と
な

り
ま
し
た
。  

 

信
州
ま
つ
も
と
空
港
に
グ
ア
ム
行
き

の
特
別
機
（ボ
ー
イ
ン
グ
７
３
７
）が
や
っ

て
来
る
と
い
う
の
で
、久
し
ぶ
り
に
デ
ジ

カ
メ
を
引
っ
張
り
出
し
て
、お
気
楽
な
気

分
で
撮
影
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

ま
ず
は
、着
陸
を
撮
る
た
め
に
空
港
北

側
の
高
台
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

す
で
に
男
性
が
陣
取
っ
て
い
て
、手
に
は

高
そ
う
な
レ
ン
ズ
を
付
け
た
高
級
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
、肩
に
は
レ
ン
ズ
が
３
、４
本

入
る
バ
ッ
ク
、何
処
と
な
く
最
近
活
躍
中

の
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
よ
う
・・・。  

  

こ
ち
ら
は
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ
メ
、明

ら
か
に
装
備
が
違
う
！
と
思
い
つ
つ
、隣

に
行
っ
て
「
寒
い
で
す
ね
、飛
行
機
は
何
時

頃
来
ま
す
か
ね
」
な
ど
話
か
け
る
が
、言

葉
少
な
い
方
で
会
話
が
続
か
ず
、ち
ょ
っ

と
気
ま
ず
い
ム
ー
ド
に
・・・。
突
然
、男
性

が
空
を
指
差
し
「
来
た
」
と
つ
ぶ
や
き
、今

ま
で
い
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
譲
っ
て
く
れ
て
、

こ
ち
ら
を
ち
ら
っ
と
見
て
、右
手
の
親
指

  

段
々
と
暖
か
く
な
り
、
花
粉
症
の
つ

ら
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

  

花
粉
症
は
体
の
免
疫
力
と
深
く
関
わ

り
が
あ
り
、
睡
眠
不
足
や
食
生
活
の
乱

れ
な
ど
で
、
免
疫
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
免
疫
力
は
、
腸
内
環

境
と
関
係
し
て
お
り
、
腸
内
細
菌
の
バ

ラ
ン
ス
で
決
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
花

粉
症
対
策
の
食
事
で
は
、
善
玉
菌
が
豊

富
な
発
酵
食
品
、
善
玉
菌
の
餌
と
な
る

食
物
繊
維
を
取
り
、
腸
内
環
境
を
整

え
、
免
疫
力
を
高
め
る
働
き
の
あ
る
良

質
な
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

  

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
食
材
を
使
っ
た

病
院
で
も
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
タ
ン
ド

リ
ー
チ
キ
ン
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
  

心
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し
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レ
シ
ピ
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
!! 

  

花
粉
症
に
効
く

花
粉
症
に
効
く
!!!!  
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タ
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特
別
機
と
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
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※ご不明な点等は、受付へご確認下さい。 

 問い合わせ先 電話 0263-72-8400 

※表題「雪がた」について  春から夏にかけて北アルプスでは様々な雪形が見られ、当院からは常念岳の常念坊や、蝶ヶ岳の蝶など

の雪形を正面に望むことが出来ます。雪形が季節の変化に合わせて融けるように、患者様の病も融ける・・・表題にはそんな願いが込

められています。 

また、表題の写真は当院屋上から撮影しました。 

～・ 編集後記 ・～ 
 

 

 豊科病院広報誌「雪がた」第19号をお届けしました。お読みになっていかがでしたでしょうか？ 

今年の冬は、例年では雪の降らないような地域での豪雪を伝えるニュースが流れ、驚かされまし

た。ここ安曇野では、雪はほとんど降らず安心しましたが、氷点下になる朝晩の肌を突き刺すよ

うな寒さは、さすがに堪えますね。 

 徐々に春を感じる暖かかい日が増して来ましたが、まだまだ寒い日が続きます。皆様におかれ

ましては、お体には気をつけてお過ごし下さいませ。 

 

曜日 月 火 水 木 金 土 

 中澤 知遠
なかざわ ちとお

 
医師 

西里 吉昭
にしざと よしあき

 
医師 

五味渕 満徳
ごみぶち みつのり

 
医師 

五味渕 満徳
ごみぶち みつのり

 
医師 
又は 

中澤 知遠
なかざわ ちとお

 
医師 

中澤 知遠
なかざわ ちとお

 
医師 

五味渕 満徳
ごみぶち みつのり

 
医師 

◎ 受付時間    午前 8:00～午前 12:00 
◎ 診療時間    午前 9:00～終了まで 
 

※ 午後は全科休診となります。 

※ 日曜・祝日は全科休診となります。 

 
                       

 

信州大学 
第一内科 

小林 信光
こばやし のぶみつ

 
医師 

芳賀 敬介
はが けいすけ

 
医師 

休 診 芳賀 敬介
はが けいすけ

 
医師 

芳賀 敬介
はが けいすけ

 
医師 

芳賀 敬介
はが けいすけ

 
医師 

平成23年 4月より 

精 

神 

科 

内     

科 

♪
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
レ
シ
ピ
♪

♪
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
レ
シ
ピ
♪  

①
鶏
肉
を
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。 

 

②
す
べ
て
の
食
材
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
①
の 

 

鶏
肉
を
１
時
間
程
漬
け
込
む
。 

 

③
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
適
量
ひ
き 

 

②
の
鶏
肉
の
皮
を
下
に
し
て
焼
き
、
こ 

 

ん
が
り
焼
き
色
が
付
い
た
ら
裏
返
し
て 

 

焼
く
。
両
面
に
焼
き
色
が
付
い
た
ら
、 

 

ま
た
皮
の
面
を
下
に
し
、
蓋
を
し
て
弱 

 

火
で
中
ま
で
し
っ
か
り
火
を
通
す
。 

 

オ
ー
ブ
ン
の
場
合
は
、
２
０
０
℃
で
約 

 

15
分
焼
い
た
ら
出
来
上
が
り
♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
林 

啓
子) 

 

1人当たりの 

【ｴﾈﾙｷﾞｰ：288K㎈、塩分：1.2ｇ】 
 

【材料：4人分】 
・若鶏もも肉          500g(2枚) 

・塩            小さじ1         

・玉ねぎ(すりおろし)    1/4個 

・ニンニク(すりおろし) 小さじ1/2 

・生姜(すりおろし)    小さじ1 

・ヨーグルト          大さじ2強 

・ケチャップ          小さじ1 

・油                  小さじ1 

・カレー粉            小さじ1/2 


